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日程 議          題 

第１  会議録署名委員の指名 

第２ 代処第１７号 学校運営協議会委員の解嘱に関する代理処理について 

第３ 代処第１８号 学校運営協議会委員の委嘱に関する代理処理について 

第４ 議案第１４号 教育委員会事業場安全衛生委員会委員の任命について 

第５ 議案第１５号 学校運営協議会委員の解嘱及び委嘱について 

第６ 報 告 事 項 

１ 国立・私立等に入学した新一年生（中学校）の推移 

２ その他 

３ 今後の日程 

第７ 代処第１９号 社会教育主事の任命に関する代理処理について 

第８ 代処第２０号 職員の分限処分に関する代理処理について 
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開会 午後１時３０分 

 

大熊教育長   ただいまから令和４年第５回小金井市教育委員会定例会を開会す

る。 

 日程第１、会議録署名委員の指名である。 

 本日の会議録署名委員は、小山田委員と佐島委員にお願いする。 

 

（委員一同異議なく、上記２名が選出された。） 

 

大熊教育長   次に、日程第２、代処第１７号、学校運営協議会委員の解嘱に関

する代理処理について、日程第３、代処第１８号、学校運営協議会

委員の委嘱に関する代理処理について議題とするところだが、円滑

な議事進行を図るため、以上２件については一括議題としたいと思

う。 

 これに御異議はないか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

大熊教育長   異議なしと認める。日程第２及び日程第３については一括議題と

することに決定した。 

 それでは、提案理由の説明をお願いする。 

 

大津学校    提案理由について御説明する。 

教育部長    代処第１７号及び第１８号については、学校運営協議会委員の解

嘱及び学校運営協議会委員の委嘱手続を行う必要が生じたが、本件

は、教育委員会の議決すべき事項で、教育委員会を開催する時間的

余裕がなかったことから、小金井市教育委員会教育長に対する事務

委任規則第４条第１項の規定に基づく代理処理をしたことについ

て、同条第２項の規定により、その承認を求めるものである。 

 細部については指導室長から説明するので、よろしく御審議の上、

御承認賜るようお願い申し上げる。 

 

加藤指導室長  それでは、細部について御説明させていただく。 

 令和３年第３回教育委員会定例会において、小金井第一小学校の

学校運営協議会委員の委嘱について議案を提出させていただき、委
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員の委嘱を行った。また、令和４年第３回教育委員会定例会におい

て、緑小学校の学校運営協議会委員についても委嘱についての議案

を提出し、委員の委嘱を行ったところである。 

 それぞれ２年間の任期の委嘱ではあったが、代処第１７号の学校

運営協議会解嘱者一覧のとおり、令和４年４月１３日付けで４名の

委員より辞任届が提出された。次に代処第１８号の学校運営協議会

委員名簿のとおり、各学校から新たな委員が推薦された。本来であ

れば、教育委員会に議案としてお諮りするところだが、両校の令和

４年度第１回学校運営協議会開催までに教育委員会を開催する時

間的余裕がなく、学校運営協議会委員の解嘱及び委嘱について代理

処理を行ったことから、報告するものである。 

 

大熊教育長   何か質問、御意見はないか。 

 

浅野教育長   前回の教育委員会に引き続いて、解嘱及び委嘱が同時に行われて 

職務代理者  いることから、タイミングが急であり、この間の経緯を教えていた

だくことはできるか。 

 

加藤指導室長  本来、委員の委嘱については、２年間、個人に委嘱するものであ

るが、緑小学校については、新年度になり障害者福祉センター長が

交代したことにより、本人から辞任届が提出された。また、小金井

第一小学校については、同様に、ＰＴＡ役員及びおやじの会代表の

交代により、辞任届が提出された。 

 今回、一身上の都合により４名の委員から辞任届が提出されたと

いうことを受けて、各学校から、学校運営に参画していただける新

たな委員が推薦されたので、急遽、解嘱及び委嘱の手続を行う運び

となった。 

 

大熊教育長   よろしいか。 

 

浅野教育長   はい。ありがとう。 

職務代理者 

 

大熊教育長   急遽生じた案件であったということでよろしいか。 
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加藤指導室長  はい。新年度に入ってからの交代であり、１回目の学校運営協議

会の開催が４月に実施される予定であったことから、急遽の代理処

理を行った次第である。 

 

大熊教育長   以上で質疑を終了する。 

 これから採決を行うが、採決については１件ずつお諮りすること

とする。 

 それではお諮りする。代処第１７号、学校運営協議会委員の解嘱

に関する代理処理については、原案どおり承認することに御異議は

ないか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

大熊教育長   御異議なしと認める。本件に関しては、原案どおり承認すること

に決定した。 

 お諮りする。代処第１８号、学校運営協議会委員の委嘱に関する

代理処理については、原案どおり承認することに御異議はないか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

大熊教育長   御異議なしと認める。本件に関しては、原案どおり承認すること

に決定した。 

 次に、日程第４、議案第１４号、教育委員会事業場安全衛生委員

会委員の任命について議題とする。 

 提案理由の説明をお願いする。 

 

大津学校    提案理由について御説明する。 

教育部長    本件については、小金井市職員安全衛生管理規則第２１条第３号

及び同条第６号の規定に基づく教育委員会事業場安全衛生委員会

委員が、令和４年４月１日付け人事異動により欠員となったことに

伴い、新たに委員を任命する必要があるため、本案を提出するもの

である。 

 細部については庶務課長から説明するので、よろしく御審議の上、

御議決賜るようお願い申し上げる。 
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鈴木庶務課長  では、細部について御説明する。 

 教育委員会事業場安全衛生委員会については、労働安全衛生法並

びに小金井市職員安全衛生管理規則において設置及び運営体制等

が規定された組織で、教育委員会において働く職員の安全と健康を

確保するとともに、快適な職場環境の形成を促進するために組織さ

れた委員会になる。 

 任命権者が指名する職員及び職員団体の推薦による教育委員会

事業場安全衛生委員会の委員が人事異動により欠員となったため

任命権者が指名する職員と、本年４月１４日付けで職員団体から推

薦のあった者を任命するものである。 

 職員団体の推薦する職員に、公民館の伊藤 修を任命する。 

 なお、今回任命する委員等の任期は、前任者の残任期間、令和４

年５月１０日から令和５年１１月１８日までとなる。 

 説明については以上となる。よろしく御審議の上、御議決賜るよ

うお願い申し上げる。 

 

大熊教育長   何か質問、御意見はあるか。 

        特にないことから、質疑を終了する。 

 それではお諮りする。議案第１４号、教育委員会事業場安全衛生

委員会委員の任命については、原案どおり可決することに御異議は

ないか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

大熊教育長   御異議なしと認める。本件については、原案どおり可決すること

に決定した。 

 次に、日程第５、議案第１５号、学校運営協議会委員の解嘱及び

委嘱について議題とする。 

 提案理由の説明をお願いする。 

 

大津学校    提案理由について御説明する。 

教育部長    本件については、前原小学校において学校運営協議会委員の解嘱

及び委嘱を行う必要があるため、本案を提出するものである。 

 細部については指導室長から説明するので、よろしく御審議の上、

御議決賜るようお願い申し上げる。 
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加藤指導室長  では、細部について御説明させていただく。 

 先ほど、小金井第一小学校、緑小学校の学校運営協議会委員の解

嘱及び委嘱の代理処理について御承認いただいたところであるが、

前原小学校においても同様に、学校運営協議会解嘱者及び委嘱者一

覧のとおり、ＰＴＡ代表の方から、一身上の都合により辞任する旨

の辞任届が提出された。 

 このことを受けて、前原小学校から新たな委員が推薦されたので、

学校運営協議会委員を選定したところである。 

 前原小学校は令和４年度第１回学校運営協議会が５月１９日に

開催されるので、このたび議案に挙げさせていただいた次第である。 

 説明は以上である。 

 

大熊教育長   何か御質問、御意見はあるか。 

 

小山田委員   先ほどの第一小学校、緑小学校に続いて、前原小学校の学校運営

協議会の委員が選定されているが、今年度コミュニティ・スクール

に取り組んでいる全校の委員が選定されたという認識でよろしい

か。 

 また、以前も質問したが、学校運営協議会委員の中に、地域コー

ディネーターがどの程度選定されているのかを確認したい。 

 

加藤指導室長  今年度までで９校の学校がコミュニティ・スクールとして指定を

受けており、これをもって全委員の委嘱が完了した。 

 また、指定校についての地域コーディネーターであるが、指定校

９校のうち７校の学校運営協議会の委員に地域コーディネーター

が入っている。入ってない２校についても、今後加わっていただけ

るよう、委員の選出に取り組んでいく。 

 

小山田委員   ありがとう。やはり、学校運営協議会の中にコーディネーターが

入っていないと、地域と共にある学校という観点より、うまく連絡

や情報交換ができないと思うので、ぜひ入っていただける方向で進

めていただきたい。また、コーディネーターは非常に重要な役割を

担っており、コミュニティ・スクールを円滑に進めていくには重要

なポジションであるため、コーディネーターの研修等を行っていた
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だきたいが、いかがでしょうか。 

 

加藤指導室長  小山田委員のおっしゃるとおり、コーディネーターが学校運営協

議会委員に入ることは、コミュニティ・スクールの充実した活動に

は欠かせないので、まだ配置されてない学校についてもぜひ配置し

ていきたいと思っている。 

 また、研修については、指導室で研修を実施しており、主には、

コミュニティ・スクールについて理解していただくための動画を第

１回学校運営協議会開催時に視聴していただくこととなっている。 

 さらに、今年度は第１回学校運営協議会に、できるかぎり指導室

の職員が伺い、様子を見させていただき、何か質問等があれば、お

答えし、理解を深めていくよう取り組んでいる。 

 ここで、先程の質問の回答を一部訂正させていただく。先ほど、

学校運営協議会委員の委嘱が全て終了したと説明させていただい

たが、第一中学校は、公募委員の応募がまだいなく、決定していな

いことから、募集中となっている。 

 

小山田委員   まず、公募委員はまだ募集中ということなので、引き続き募集を

呼び掛けていただきたい。 

 また、コーディネーターの研修については、初回に指導室の職員

が参加していただけるということだが、コーディネーターという職

種の役割に関連した研修を別途行っていただきたい。さらに進めて

いくと、悩みや課題が山積してくると聞いており、他の地域のコー

ディネーターと情報交換ができる場等も今後考えていただきたい

ので、よろしくお願いする。 

 

関生涯学習課長 小山田委員から、地域コーディネーターの研修について御質問を

いただいたことから、担当課としてお話しさせていただく。 

 コーディネーターの役割についての研修となると、東京都の研修

があるので、必要に応じて御案内させていただいている。 

 また、他校との連携については、昨年１２月頃に初めて、コーデ

ィネーター全員が参加した意見交換会の場を設けた。令和２年度か

ら始まった地域学校協働活動及び学校運営協議会は、２年目となり

規模が広がってきたことを踏まえ、他校でどういった取組みを行っ

ているのか意見交換を行っていただいた。 
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 今後、ますます規模が拡大していくことから、必要に応じて今年

度も意見交換会を行っていきたいと思っている。 

 

大熊教育長   よろしいか。 

 

小山田委員   はい。 

 

大熊教育長   これからの子供たちの育ちを考えた場合、コミュニティ・スクー

ルが充実することは、様々な面で重要だと思っている。また、コミ

ュニティ・スクールが担うこともますます増えていくと思うので、

子供の教育になくてはならないものになっていくと思う。 

 そういう意味では、各学校で努力するだけではなく、お互いに情

報交換し合いながら、様々な工夫を共有するということが大事であ

る。今の形をさらに発展させていき、第二、第三の居場所になって

いくように考えていってほしい。 

 教育委員の皆様にも御助言をいただきたいので、よろしくお願い

する。 

 

佐島委員    今、教育長のお話にもあったが、コミュニティ・スクールを順調

に機能させていくためには、様々な連携が必要だと思っている。そ

の連携という視点から、２つ、お尋ねしたい。 

 １つ目は、地域との連携ということはもとより、それを進めるた

めに、教育委員会内の指導室、生涯学習課との連携というものが非

常に重要だと思っており、今後の教育委員会内の連携について考え

があったら教えてほしい。 

 ２点目は、保護者との連携である。私も、学校にいたときに、Ｐ

ＴＡやおやじの会の皆様に様々助けていただいたことがあって、Ｐ

ＴＡについては、行事へのサポート、おやじの会には、エアコンフ

ィルターの掃除といった環境整備や子供たちが楽しめるレクリエ

ーションの体験活動の企画など、非常に保護者との連携が大事だと

思っている。 

 いろいろな自治体や学校を見ると、ＰＴＡという名前でなく、父

母の会という形をとっていたり、組織の形態がまちまちであったり、

おやじの会が設置されていない学校がある。小金井市のＰＴＡやお

やじの会の組織について、こんないいことがあったとか、あるいは、
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学校運営にこういう形で貢献していただいているとか、効果を上げ

ているというような事例があれば、教えていただきたい。 

 

加藤指導室長  まずは、指導室と生涯学習課との連携だが、学校運営協議会、地

域学校協働活動がコミュニティ・スクールの両輪ということになっ

ているので、両方の課が連携をするということは非常に重要なこと

だと認識している。これまでも情報交換や各校の取組に関する打合

せなどを行ってきているが、今後、より連携を密にしながら、先ほ

どの地域コーディネーターの学校運営協議会委員の委嘱といった

ことを含めて、学校をサポートしていきたい。 

 また、ＰＴＡやおやじの会との連携については、おっしゃるとお

り、ある学校、ない学校とがある。現在の指定校９校は、学校運営

協議会委員の中はＰＴＡの方々が入っていただいている状況であ

る。ＰＴＡの方々にも学校運営協議会を通じて、いろいろな支援を

いただいている。 

 まだ学校運営協議会自体は本市においては始まって数年しかた

っていないため、象徴的なことは申し上げづらいが、コロナ禍とい

う状況の中で、例えば学校の消毒等の感染防止対策といった面でＰ

ＴＡの方々に御協力をいただいている。 

 

佐島委員    ありがとう。コミュニティ・スクールになったから特別なことを

やるのでなく、すでに様々なことを学校と連携を取ってやられてい

ると思うので、ぜひそれをさらに発展をしていただいて、学校と地

域そして保護者との連携が深まっていくようにお願いしたいと思

う。以上である。 

 

大熊教育長   様々な連携が図られている点では、本市はとても進んでいると考

えているが、我々、ＶＵＣＡ時代の先行き不透明な中で、子供たち

に身につけさせたい資質を考えるとき、これまでの関わり方だけで

いいかというとそうではないと思う。学校が急速に変わっているこ

とに伴い、地域の子供との関わり方、親御さんとの関わり方も大き

く変わってきている。しかし、ＰＴＡとしての関わりとなると、な

ぜか昔のスタイルが出てきてしまう。 

 そういう意味では、これからの子供たちにどういう活動をすべき

か考えるとコミュニティ・スクールを通して地域に広めていくしか
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方法はないと考えている。コミュニティ・スクールが未来の子供を

育て、未来にたくましく自分らしく生きていく力を培うために、地

域として何ができるかを考えていってもらうということが必要だ

と思う。そのために連携も必要だと思うので、今後、各コミュニテ

ィ・スクールの方々にも考えていってもらいたいなと思っていると

ころである。 

 浅野委員、どう思われるか。 

 

浅野教育長   全くおっしゃるとおりだと思う。 

職務代理者 

 

小山田委員   私も全くおっしゃるとおりだと思う。コミュニティ・スクールに

ＰＴＡの方が入っていることは大事だが、あくまで今までのＰＴＡ

活動ではないということ。そこが同じようになってしまってはコミ

ュニティ・スクールの意味がないので、その点をどう御理解いただ

いて、さらに次、どう動けば既存のＰＴＡ活動とは違った視点で子

供たちをサポートしていくことができるのか、ぜひよろしくお願い

する。 

 

大熊教育長   その辺の切り分けも含めて、今後、教育委員会としても話題にし

ていきたいと思うので、よろしくお願いする。 

 以上で質疑を終了したいと思うが、よろしいか。 

 それではお諮りする。議案第１５号、学校運営協議委員の解嘱及

び委嘱については、原案どおり可決することに御異議はないか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

大熊教育長   御異議なしと認める。本件については、原案どおり可決すること

に決定した。 

 次に、日程第６、報告事項を議題とする。順次担当から説明願う。 

 初めに、報告事項１、国立・私立等に入学した新一年生（中学校）

の推移について、報告願う。 

 

本木学務課長  前回、令和４年度学級編制状況について報告したが、その際質疑

があった国立・私立等に入学した中学１年生について、過去の状況
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の資料を作成したので、報告する。 

 資料を御覧いただきたい。 

 中学１年生の国立・私立等の入学状況を毎年教育委員会に報告し

ている中学校の数値について、１０年前の平成２４年度から表にし

たものである。また、国立・私立の入学者数を棒グラフに、市立以

外の割合を折れ線グラフにしたものである。 

 １０年前からの推移状況を見ると、令和４年度は入学者数、割合

共、最も高い数値となっている。割合については、おおむね２０％

から２５％の範囲で推移している。１０年間の推移で最も高かった

平成２９年度を見ると、平成２７年度から２９年度まで入学者数は

２１９人と、たまたま３年間変わらなかったのだが、合計者数は減

少していることから、相対的に割合が増加となっている。これに対

し、令和４年度は、合計者数が増加している以上に入学者数も増加

しているため、割合が大きく増加している。 

 また、表のＤの欄、都立特別支援学校等に着目すると、令和４年

度は１７人となっており、１０年前から比較すると、多い状況とな

っている。Ｆ欄合計に対する割合で比較すると、１０年前からでは

０.３９％から１.１２％の影響となるが、令和４年度では１.７

０％の影響があったこととなる。 

 入学者や受験者の意向を調査できるものではないので、統計的に

はこのような分析をおこなった。 

 

大熊教育長   いかがか。何か質問等はあるか。 

 

浅野教育長   質問ということではなくて、きちんと調べていただいて、本当に

職務代理者  ありがたく思っている。内訳の方もきちんと示されており、それぞ 

れ、例えば国立・私立の動向、都立一貫校の動向、それから特別支

援学校の動向と、それぞれ細やかに見ていく必要があるだろうなと

思う。 

 また、全体からいえば、東京都内で私立に進学する小学校卒業生

の比率がじりじりと微増状況にあるということや、多摩２６市だと、

小金井市は私立の学校に進学する児童の割合が比較的高く、上から

６番ぐらいに入っていると思うので、そういったことも併せて、今

後ともこの動向に注目をしていかなければいけないかなと思ってい

る。 
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大熊教育長   割合が４人に１人となっており、今後推移をしっかり見極めてい

く必要があろうかと思う。 

 次に、報告事項２、その他の報告を願う。 

 学校教育部から報告事項があれば、発言を願う。 

 

大津学校    指導室から意見と報告をさせていただくので、よろしくお願いす 

教育部長   る。 

 

加藤指導室長  それでは、小金井市立学校在籍児童・生徒における新型コロナウ

イルス感染症の感染状況について御報告をさせていただきたく。 

 報告事項２資料を御覧いただきたい。 

 グラフは、令和４年１月以降の陽性者について、１週間ごとのま

とまりで表したものである。日付については、指導室に報告が入っ

た日をベースにしている。 

 オミクロン株の広がりとともに小中学校にも感染が広がり、１月

以降急激に陽性報告が増加した。グラフのとおり、２月中旬から３

月初旬にかけてピークの時期であり、その時期には週当たり９０件

ほどの陽性報告があった。 

 しかし、その後徐々に陽性報告は減少し、現在では週当たり１０

件程度、お示しした表では４月２４日現在となっているが、その後

も同じような件数で推移しているところである。 

 また、校種別に見ていくと、小学生の陽性者数が中学生の７倍ほ

どとなっている状況である。在籍数としては３倍弱なので、小学生

の陽性者率が高いということが分かる。 

 現在は陽性者数が少ない状況で推移しているが、ゴールデンウイ

ークもあったので、引き続き状況を注視してまいりたいと思う。 

 

大熊教育長   何か質問等はあるか。 

 

穂坂委員    この機会に我々医療従事者側から言わせていただくが、御存じの

ように、３週間以上、前週を下回るということで、患者数が変化し

てきた。ただ、ここ３日間は、逆に、見ると増加傾向にあるという

こと。並びに、この間の連休でかなりの人が行楽地に足を運んだと

考えると、安心というよりも十分な感染対策はこれからも継続して
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いく必要がある。 

 これは私の診療所で感じたことなのだが、オミクロン株は熱が出

る方もいるのだが、どちらかというと、熱がなくて喉だけ痛いと言

われる方が結構いらっしゃる。例えばお子さんの場合の溶連菌が疑

われるとか、大人の扁桃の膿がべったりついているような扁桃炎と

かというのがあれば、コロナではないというのは分かる。しかし、

熱はなく喉が痛いとやってくる方は、痛みを訴える程度の割には局

所の所見が乏しい。それで、後日、ＰＣＲの結果、陽性だったとい

うことで本人もびっくりするような、そういう症例も多々あるので、

注意していただければと思う。 

 

大熊教育長   ありがとう。感染者数はすごく少なくなっているのだが、ここで

人流も多くなったことも踏まえ、いま一度、しっかりとした感染対

策を今後も続けていきたいと思うので、どうか学校へも周知してい

ただけるよう、よろしくお願いする。 

 

佐島委員    まずは、感染症の状況について、このようにしっかりと把握をし

て、また報告もいただいたことを感謝申し上げたいと思う。 

 私も学校にいたときに、新型コロナウイルスへの対応というのは、

非常に重要であり、頭を悩ませる対応が続いていた。日常の感染対

策についてはある程度、方向性が分かってきている部分はあるが、

運動会、移動教室、修学旅行等の行事の実施は、非常に難しい判断

を強いられている。 

 そこで、教育委員会と学校との連携が非常に大切になってくるの

で、本市の状況を教えていただきたい。そういった行事について、

今までの実施状況はどのようになっているのか質問したい。 

また、判断をしていく基準、判断の主体者というのが教育委員会

であるのか学校であるのか、その辺の連携の具合について、改めて

教えていただければと思う。 

 

加藤指導室長  まずは、本市は行事のこれまでの実施状況というところである。

昨年度については、小学校、中学校共に、宿泊を伴う行事は全て中

止している。 

 また、運動会あるいは学芸的な行事については、保護者の参加は

御遠慮いただくとか、学年を分けるとか、様々な工夫をしながらで
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はあるが、一定、実施はできている状況が、昨年度であった。 

 宿泊行事は、昨年度、一昨年度もできていない状況であるので、

今年度、そこが１つ大きなポイントと考えながら取り組んできてい

るところである。 

 判断が非常に難しいところではあるが、宿泊行事等については２

週間前から健康観察を十分にするとか、普段も行っていることをよ

り細やかに行いながら、判断の１つの基準にしていくというのが必

要だと思う。 

 実際に何か、例えば陽性者のお子さんが出たとか、そういった場

合に非常に判断が難しくなることもあると思うが、本市においては、

これまでも学級閉鎖等においてもだが、医師会の方々から御協力を

いただいているので、校医の先生にまずは学校から御相談をすると

いうことをさせていただいている状況である。細やかに、陽性者が

何名とか、そのお子さんたちが最後に登校していた日はいつだとか、

そういったようなことを校医の方々にお伝えしながら、校医さんか

ら助言をいただき、それを踏まえて、最終的に教育委員会と学校長

とで協議をして決定した経過があるので、学校行事についても同様

の取組をしてまいりたい。 

 

佐島委員    ありがとう。今お話しあった医師会、校医さんとの連携というの

は、非常に重要だと思うし、宿泊行事が２年間実施できてないこと

は、子供たちの体験ということを考えると、子供の育ちに非常に大

切だと思う反面、また、命には代えられないという部分もあり、本

当に難しいが、様々な連携をしていただいており、学校と教育委員

会も連携をされていることから、今後も引き続き取り組んでいく中

で、子供たちが許される状況の中で必要な体験活動が充実していく

とうれしいなと思っている。 

  

大熊教育長   宿泊行事をやるに当たって、今年決定しているところを話してい

ただけるか。 

 

加藤指導室長  宿泊行事について、小学校は、宿泊先への行き帰りについて、従

来はバスを乗り合うというような形であるが、行きのバスに前の学

校が乗って帰ってくる、そういったピストンのような形態をとって

いた。学校が混じり合ってしまうというか、同じバスに違う学校が
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乗ってしまうということが懸念材料としてあったので、そういった

ところをなくして、同じ学校は１つのバスに乗るというような対策

を設けた。 

 また、市内に１つ、飛び抜けて大規模な学校があるので、その学

校は２つに分けるよう、今年度は対策として取り入れている。 

 

大熊教育長   ピストンにすれば１回で済むのに、帰りは空で帰るわけだから、

その分、費用がかかったのだが、命には代えられないということ。

前の学校に感染者が出た場合、次の学校の子供は行けなくなってし

まうので、その点は最大限工夫したことだと思っている。 

 

佐島委員    本当に、そういう部分は費用をかけてでも配慮していただいてい

るのは、とてもありがたいと思う。今お話しあった、大規模校を２

つに分けてというのは、教員の引率体制も大変だったのではないか

なと想像するのだが、どういう工夫をされていたのか、もし分かれ

ば教えていただければと思う。 

 

加藤指導室長  大規模校は、確かに引率の問題があった。学級数が多く、教員数

も多いため、一定、率は減るのだが、連続してしまうと体制的にか

なり厳しかった。特に校長がずっと行きっぱなしになってしまうこ

とが想定されたので、第１陣、第２陣とで少し間を開けて実施する

予定である。 

 

大熊教育長   よろしいか。 

 では、次に参りたいと思う。 

 次に、生涯学習部から報告事項があれば、発言を願う。 

 

梅原生涯    特にない。 

学習部長 

 

大熊教育長   次に、報告事項３、今後の日程について、事務局より報告願う。 

 

小平庶務係長  それでは、教育委員会の今後の日程について、御報告する。 

 第６回教育委員会定例会を、５月２４日、火曜日、午後１時３０

分から、第二庁舎８階８０１会議室で開催する。 
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 続いて、関東甲信越静市町村教育委員会連合会（栃木大会）が、

５月２７日、金曜日に書面開催される。 

 続いて、第７回教育委員会定例会を、７月１２日、火曜日、午後

１時３０分から、第二庁舎８階８０１会議室で開催する。 

 続いて、第８回教育委員会定例会を、７月２６日、火曜日、午後

１時３０分から、第二庁舎８階８０１会議室で開催する。 

 それぞれ御出席をお願いする。 

 なお、新型コロナウイルス感染症の状況により、予定を変更する

場合がある。その際、市民の皆様へはホームページ等で御案内させ

ていただく。 

 今後の日程は以上となる。 

 

大熊教育長   ただいまの御報告に関し、何か御質問はあるか。 

 以上で報告事項を終了する。 

 次に、日程第７、代処第１９号を議題とするところであるが、本

案は人事に関する事件で、小金井市教育委員会会議規則第１０条第

１項に規定する事件に該当するため、非公開の会議が相当と判断す

るが、委員の皆様、御異議はないか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

大熊教育長   全員異議なしと認め、秘密会を開会する。 

 準備のため休憩する。 

 傍聴人の方におかれては、席を外していただくことになるので、

よろしくお願いする。 

 

休憩 午後２時１７分 

再開 午後２時２２分 

 

大熊教育長   再開する。 

 以上で本日の日程は全て終了した。 

 これをもって令和４年第５回教育委員会定例会を閉会する。 

 

閉会 午後２時２３分 


